
トピック 29

研究室紹介

城西大学薬学部皮膚生理学研究室

徳 留 嘉 寛

1.　城西大学

城西大学は 1965年に水田三喜男先生により設立され
た総合大学です。2015年に創立 50年を迎えました。「学
問による人間形成」を建学の精神としています。「学問
はそれ自体が目的ではなく，あくまでも人間形成の手段
である」という考え方を基礎として，社会で必要とされ
る人材の育成を目指しています。さらに，これからの日
本社会で実践的に課題解決を図り，日本文化への深い理
解を持つ「世界の中の日本人」として活躍できる真のグ
ローバル人材の育成に向けて，取り組んでいます。経済
学部，現代政策学部，経営学部，理学部，薬学部の 5学
部からなる総合大学です。

2.　薬学部

城西大学薬学部は薬学科（6年制）・薬科学科（4年
制）・医療栄養学科（4年制）の 3学科から構成されま
す。医療をはじめ，食品や化粧品などから消費者の安心
と安全を守るプロフェッショナルの育成を目指していま
す。

3.　薬科学科

現在，食品や化粧品であっても医薬品との区別ができ
ないような，効果の強い商品が研究・開発され，販売ま
でに至っています。消費者の方の安心と安全を守るため
には，商品開発（研究）の際において安全性の確保や，
使用方法など説明の徹底などが重要です。本学科では化
粧品・食品・医薬品分野で活躍できる人材の育成を目指
しています。本学科には現在七つの研究室があり，医薬
品分野では生薬学研究室，生物有機化学研究室，生物科
学研究室，食品分野では機能性食品科学研究室，栄養生
理学研究室，化粧品・香粧品分野では薬粧品動態制御学
研究室と私の所属する皮膚生理学研究室があります。ま
た，国際化に関しても積極的に進めており，本学科には
現在 3名の外国人教員が所属しております。

4.　皮膚生理学研究室

私が主宰している皮膚生理学研究室は，薬科学科がス
タートした 2006年からある研究室です。初代の教授は
橋本フミ惠先生で，生化学，特に細胞小器官の機能につ

いての研究を基本とされていました。私が城西大学に赴
任した際には，すでに橋本教授と大川原助手（現・三生
医薬）が所属しており，大学院生が 6名，学部学生が数
名配属をされておりました。大学院生のテーマを決める
ことから私の仕事はスタートしました。2013年 3月に
橋本教授が退任された後は，徳留が研究室を運営するこ
ととなりました。2014年 4月には助手として横田麻美
先生を迎え，現在は二人体制で研究室の運営を行ってい
ます。2015年度の学生は博士後期課程 2名（D3： 1名，
D2： 1名），博士前期課程 8名（M2： 7名，M1： 1名），
学士課程 20名（B4： 8名，B3： 12名），社会人研究生
2名の総勢 32名で日々研究活動などに励んでおります
（Fig. 1）。

5.　皮膚生理学研究室の研究テーマ

当研究室で扱うテーマを挙げる前に，筆者（徳留）の
育ってきた研究環境を説明させていただきたいと思いま
す。私は静岡県立大学大学院薬学研究科博士前期課程を
修了しました。研究室では奥　直人先生にたいへんお世
話になり，私の研究のベースはそこで培われたと思って
います。奥先生は言わずと知れたリポソーム DDSの第
一人者です。奥先生の研究室では生化学（生物学）を基
礎としながらも，薬剤学や物理化学などの分野を含めた
境界領域での研究を進めており，私はこの考え方に大き
な影響を受け，一つの学問領域だけではなく，さまざま
な研究分野を横断的に進めたいと考えるきっかけになり
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Fig. 1.　研究室集合写真．
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